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2.16.3. 教育活動概要 
(a) 卒業論文概要 
森 悠人 情報系大学の研究成果の社会貢献の実態についての調査 
情報関係の大学の研究がどのくらい社会貢献されているのかはわかりにくい． 情報系の分野に
おいて，大学の研究がどれだけ貢献しているのかを調べることは，社会貢献を進めていくため
に重要である．本調査では，情報関係の大学で行われた研究を対象にどれだけ社会貢献されて
いるのかを調査した．その中でも情報処理学会に登録されている論文誌の研究に範囲を絞って
調査を行った． 
安部 駿祐 自動販売機取付カメラによる市場調査 
現在，自動販売機は日本全国に数多く設置されている． 自動販売機の設置場所により売上は
様々で，赤字になる自動販売機もある． 収益性の改善には市場調査をし，交通量や購入した時
間を調査する必要がある． 本論文では，ビデオカメラと人物の検出を行えるシステムで構成し
たシステムを提案する． 実験では，本システムを用いて交通量の計測の精度について評価を行
う． 
阿部 允大 生活中のスイッチ押下記録によるセルフモニタリング 
ライフログでは記録の取り方は利用者が手動で記録するものと自動的に記録されるものの二種
類がある. 前者に関して利用者の意識によって記録の正確性や継続性に差が生まれるという問
題点が存在する. そこで押すという行為に着目しスイッチ押下による記録を提案する. スイッ
チを押すという行為は動作の一連の流れの内にあるため自動的な記録であり利用者のモチベー
ションによって左右されないライフログとして利用できる. 
井上 俊  スマートフォンと連動したクリップ型デバイスを用いた書類管理システム 
日々の生活において，期日や期限のある紙の書類は無数に存在し，それら全てを管理するのは
難しい．予定管理のアプリケーションを用いて管理する方法なども考えられるが，入力に手間
がかかるうえに，書類の物理的存在位置までは管理することができない．そこで本研究では，
紙の書類にクリップ型のデバイスを挟み，スマートフォンとデバイス間で相互に連携を行うこ
とにより，書類管理の問題点を解決するシステムを提案する． 
岸川 啓佑 AR 観光バス 
現在，東北大震災で被害を受けた石巻市の観光振興による復興支援を目的とした AR 観光バスの
研究を行なっている． バスの窓に透過型スクリーンを貼付し，プロジェクターで被災前の石巻
市の写真をと被災者のコメントを投影することにより， 被災前の街並みと被災後の街並みを同
時に眺めることができる観光システムを開発した． 
小松田 晃央 相手に思いやりを伝える手首装着型デバイス 
私たち人間は，生活の様々な場面で“握る”という行為を通じて，言葉だけでは伝えられない
「思いやり」を伝えている． しかし今現在，遠隔地間で「思いやり」を伝えるための確立され
た方法が無いのが現状である． そこで本論文では“握る”という行為を用いて，遠隔地間でも
「思いやりの気持ち」を伝えるためのデバイス作成を， Arduino の無線通信とサーボモータを
用いて実現させた手法について述べる． 
 
高橋 要介 中学校理科を対象とした「仮想化学実験キット」 
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中学校理科の授業において，観察・実験はきわめて重要な活動である． しかし，時間の設定や
薬品・器具の取り扱いによる安全面の徹底から実験時間や観察時間の確保が難しい． 我々は，
現実の器具を Android 端末を用いた実物体指向デバイスとし，“手を動かしながら”仮想実験
を可能にするシステムの研究を行っている． 先行研究ではシステムの提案・設計を行った．本
研究では，システムの実装と評価実験を行うことを目的とする． 
堀 達也 
 
震災模型に追加するＡＲマーカの位置に連動した画像表示システム 
2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災,その震災に対して様々な復興支援活動が行われてき
たが,その中のひとつに震災模型がある. 失われてしまった市町村を,人々の記憶やデータから
模型上で復元しようというプロジェクトである. 石巻専修大学の協力の下,「復興共生プロジェ
クト」で作られた石巻市沿岸部の復元立体模型に対して, IT の面から新たな価値を震災模型に
付加することを目指す. 
(b) 博士(前期)論文概要 
該当なし 
(c) 博士(後期)論文概要 
該当なし 
(d) 講座所属学生が第一著者として査読ありの論文誌掲載論文一覧 
該当なし 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) 來迎直裕,小笠原直人,佐藤究,布川博士，"返信の期待感を軽減するコミュニケーションツールの提案 ", 第１５
回日本感性工学会大会, 平成 25 年 9月 
2) Naohiro Raiko, "Cap Indicator: an interface for wearable notification device", 2013 International Joint 
Conference on Awareness Science and Technology & Ubi-Media Computing (iCAST 2013 & UMEDIA 2013) 平成
25 年 11 月 
3) Yosuke Takahashi, Kiwamu Sato "Prototype of virtual chemical experiment system", 2013 International Joint 
Conference on Awareness Science and Technology & Ubi-Media Computing (iCAST 2013 & UMEDIA 2013)平成
25 年 11 月 
4) 來迎 直裕 , 小笠原 直人 , 佐藤 究 , 布川 博士, "消えるメッセージによる義務感を軽減するコミュニケー
ションツール", 情報処理学会 HCI 研究会報告 2014-HCI-157(1),1-6，平成 26 年 3月 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
該当なし 
 
2.16.4. その他の活動 
該当なし 
  
